
 

 

 

 

 

 

 

 

 高学年の児童が、中学年の横で熱心に太鼓のバ

チを動かしています。体全体でも音を刻んでいる

ようです。そのうちに自分の小太鼓を横に並べて

たたき始めました。先輩の手元を必死で見ながら、

しばらく二人での熱心な練習が続いていました。 

１０月の公開研究会が、 

まず１回目の発表とあって、 

やまびこ太鼓の練習が日に 

日に熱を帯びてきました。 

上述の児童の姿を見ながら、

最近よく聞く「恩送り」という言葉が浮かびまし

た。お世話になった方に「恩」を返すのは「恩返し」

ですが、その「恩」を次の誰かに渡していくことが「恩

送り」です。歌舞伎俳優の坂東三津五郎さんは「先

人から預かった大切な芸という荷物を、次の世代

に渡したい。」と常々言われていたそうです。やま

びこ太鼓も神楽と並び、吉和の大切な伝統芸能の

一つです。先程紹介した児童もきっと中学年の頃

には、十分に太鼓を打つことができなかったかも

しれませんが、今は手首を上手に使った見事なバ

チさばきでよい音を出していました。子供達に「恩

送り」という意識が特にあるわけではないでしょ

うが、伝統を受け継ぐ 

中で、そこに込める思 

いや技、つながること 

の大切さ等が、「送ら 

れている」のだと小中 

学生を見て実感します。 

このことは、吉和地域全体の文化みたいなもの

なのかもしれませんし、それが子供達を日々育ん

でくださっていることに本当に感謝しております。 

 

 

 

 

 

 吉和小・中学校は、全児童生徒４７名ですので、

合同で学習する機会が多くあります。異学年で学

び合うことは、上級生にとっても下級生にとって

もお互いにとてもよい効果をもたらしています。 

◇１・２年生は合同で体育をしています。写真は、

１年生の前で２年生が側転のお手本を見せている

ところです。２年生は去年から頑張ってきた技を

１年生に張り切っ 

て見せてくれま 

したし、１年生は 

「２年生みたいに 

できるようになるぞ！」と練習に励んでいました。 

◇総合的な学習の時間では、小学３年生から中学

１年生までが２つのグループに分かれて、中学２・

３年生は合同で探求的な学習をしています。 

 

 

 

 

 

 

 下級生にとっては、上級生が教えてくれること

が学習の助けになりますし、目指す姿になり、身

近な上級生をお手本にしながら成長しています。 

上級生にとっては、下級生の学びを見ながら自

分自身の成長を実感するでしょうし、自分が学習

した過程から学び取ったことを伝えながら、相手

の立場を思いやったり、相手に応じて適切に話し

たり行動したりしながら、成長を遂げています。

異学年合同学習はどこか「世の中」と似ています。 

 「大人」から「子ども」へ伝えることも、これと

同じことかもしれません。少しだけ先に生まれた

ものとして、自分達が教えてもらったたくさんの財産

を子供達に「恩送り」していきたいと思います。 
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